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A bst rac t : The Chrysolina angusttcoltis species complex is a group of flightless leaf beetles
comprising a number of geographically di f ferent iated populations. In the present study I
demons trated the geographic variation i n morphological characters of the CII a'tgusticouis
specjes complex in northern Japan, on the basis of nine morphological groups recognized by
SAIToH eta1. (2008) and one group introduced in the present study.

1.  はじめに

オオョモギハムシ種群The C1trysolina angusticouis species complexは,  アムー ル・ 中国東北部・ 北日本
に分布する後翅が退化した飛べないハムシの一群である. 本種群は地域的に著しい分化を;i差げており, 形態・
色彩に多くの地理的変異が見られる(HAsEGAwA, 1980, SAIToH et al.,2008). オオョモギハムシ種群の食章に
ついてはまだ十分な検討が行われていないものの,  メンバーは以下の植物を共通して食べると考えられてい
る. キク科: ェソゴマナAsterglehni, ヨブスマソウCacaliahastata, エソ'アザミCirsiumkamtchaticum, ヒ
ョ ドリ バナ i gpafonu c加 ense, アキタブキ Pefasifes fapomc gs,  ナガバキタアザミ Sa ssurea neden i

subsp.yezoensts, ハンゴンソウSeneciocannabifolius, アキノキリンソウSolidagoυir1gaurea, キンポウゲ科:
サラシナショウマCimisifuga szmpiex, シナノキンバイ 「roM加s n eden an s var. faPomcus.
日本産オオョモギハムシ種群の地理的変異はHAsEGAwA(1980) によって初めて紹介された. 彼は本種群の
体サイズ, 革肖翅表面の微細刻印, 交尾器中葉片 (以後, c,;'' 交尾器と略す) の形状, 後翅形状, 幼虫体毛およ
び色彩に地理的変異があることを示した. また彼は, 既知3 種のオオョモギハムシCh. (APterosoma) angusti-
couis(MoTscHULsKY, 1860), アイヌョモギハムシ, Ch. (AP) atno TAKIZAWA, l970, ミヤマヨモギハムシCh.
(Ap) porosirensis TAKlzAwA,1970の形態差について, 種内変異とともに解説した.
日本産オオョモギハムシ極群の地理的変異の全体像はその後SAIToH et al. (2008) によって明らかにされた.
彼らは北海道および本州北部に生息する本種群の132 地点のサンプルを収集して, 形態, 色彩, 適伝子の地理
的変異について詳細な解析を行った. その結果,  まず形態形質に基づいて地理的にまとまった互いに側所的に
分布する9 形態群を認めた. このうち4 形態群はひと・つの範囲に連統的に分布していたが, 残りの5 形態群は
いくつかの地域に隔離して分布していた. 色彩形質に基づいた解析では5 つの群を認めたが, 形態群とは関連
が薄く, 地理的にまとまりをもっことはなかった.  このことから彼らは色彩が形態群の内部で独立に生じたと
結論した. 次に過伝的解析を行ったところ, 形態的な差連の程度と通伝的距離は相関するものの, 単一形態群
内の地理的に隔離された集団はむしろ隣接する別の形態群と遺伝的に近緑な場合があり,  また連続的に分布す
る形態群内の離れた集団がi量伝的に著しく異なる場合もみられた. 最終的に彼らは形態的差異, 過伝的差異お
よび地理的隔離の組み合わせにより,  日本産オオョモギハムシ種群は少なくとも19 のュニツトからなるとし
た.
以上のようにSAIToH et al. (2008) は目本産オオョモギハムシ種群の地理的変異を解析したが,  それぞれの
形態群が具体的にどのような形態を持つかは示さなかった. 特に, 後翅や 交尾器の詳細な形状については彼
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らの論文からは知ることができない. そこで本研究では彼らが認めた9 形態群に, 新たに確認された1 形態群
を追加した合計10形態群の変異形態の特徴を図とともに示し,  日本産オオョモギハムシ種群の形態群の識別
を容易にすることを目的とする.
なお本研究にあたり, 阿部東氏, 荒木哲氏, 安細元啓氏, 桜井正俊氏, 佐藤福男氏, 堀繁久氏より各地の情
報・ 標本をいただいた. また北海道大学総合博物館の大原昌広博士には, 所蔵標本の関覧に便宜を図っていた
だいた.  さらに, 北海道大学大学院理学研究科の片倉暗雄博士より本研究へのご助言' ご指導をいただいた-
この場を借りてお礼中し上げる.

2.  日本産オオョモギハムシ種群の変異形態の概要
形態 の詳細を述べる前に, まず日本産オオョモキ'ハムシ種群の変異する形態部位について簡単に述べる
鞘 表面 (Figure 1, AB)
ォォョモギハムシ種群には鞘翅表面に微細刻印がある集団と表面がなめらかな集団とがある. HASEGAWA

(1g80) は微細刻印が では顕著であるが, では不明瞭な場合が多いことを示した. これについては 者も同

じ見解である. さらに彼は微細刻印がある集団では北に向かうほど刻印が深くなる傾向があるとしたが,  これ
は後述する形態群Aの♀微細刻印が深いことによるものである. 本研究では の鞘翅は用いず, また♀の鞘

超表面の変異は微細刻印がある・ なめらかの二つに分けた.

後翅形状
後翅は退化しているが, その形状にも地理的変異が見られる
長いものでは先端の形状に変異がある.

後翅は細長いものから短いものまであり, 細

交尾器中葉片の形状
HAsEGAwA ( lg80) は 交尾器の先端突起の形状にさまざまな地理的変異があり, 側面からみたときの曲が
り方や背面からみたときの先端の開き方などに変異が見られることを示した. 現在では, 彼が示したものより
多くの地理的変異が確認されている.

幼虫腹部の体毛 (Figure l, CD)
幼虫慨部の体毛にも地理的変異があり, 体毛が密生する集団とほとんどない集団とがある. 毛の根際の体表
には黑色素があるため, 体毛が密生する集団では黒味がかるか黒点を散布したように見えることが多い・  これ
までの調査で体毛が密生するのは道南山地北部と增毛山地中部以北に分布する集団であることがわかってい
る. また増毛山地中部にはいくぶん毛が薄くなる集団があることを確認しているが, 毛の密度の定量化には

AB
_ _ 5mm
し u

Fjgure l . A, B) Elytral surface of female as observed under a scanning electron microscope(SEM). A) finely
sculptured, B) smooth. C, D) Abdominal surface of 4th instar larvae. C) densely pubescent. D) almost
glabrous.
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到っていない. 本研究では体毛が密生する・ ほとん A
どないの二つに分けた.

体サイズ
HAsEGAwA (1980) はミヤマヨモギハムシ (後述
の形態群F) では, 体サイズが小さいとした. 現在
では,  ミヤマヨモギハムシでも体サイズの大きい集
団があることが確認されている, またミヤマヨモギ
ハムシ以外にも小型の集団があることも分かってい
る.  オオョモキ'ハムシ種群は高地で小型化する傾向
があるよ うだ.

このほか, オオョモギハムシ種群固有の形質であ
る♀腹部の末端節が下方に伸びてできた突起の形
状にも地理的変異があるとされている (宮下,
1994) が, 筆者は検していない.

3.  新たな形態群
芦別岳山頂付近で2006 年7 月 15 日に筆者によ
り確認されたオオョモギハムシ種群のサンプル
(5 , 3♀♀, 2larvae) は, これまで確認されたサン
プルとは著しく 交尾器の形状が異なっていた.
本サンプルがSAIToH et at. (2008) で示された形態
群のいずれとも異なることは明らかではあったが,
このことを彼らの解析にならい以下に示す.
まず採集されたサンプル5 について,  彼らが
採用した体サイズ・ 後翅形状・ 交尾器形状を代表す
る12 の形態計量形質を計測した. 次に計測平均値
と正準係数から正準判別変量を算出し, 正準座標上
にプロットした.  また,  マハラノビス汎距離(.Z)) を
計算して彼らが用いた45 の代表サンプルとの間の
形態距離を確認した. さらに♀鞘翅表面および幼虫
腹部の状態も記録した.
結果, 正準座標上のプロットをFigure2 に示す.
芦別岳のサンプル(☆印) は最初の2 正準座標上で
は形態群Gのサンプル近傍にプロッ トされた
(Figure2A).  しかし第3 座標上では形態群Gから
は離れて位置した (Figure2B).  また, マハラノビ
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Figure 2. Distribution of the samples on the fi rst
t h ree canonical dimensions fo r twelve
morphometric characters(modified from
SAIToH et a l., 20 08). Symbols denote
t e n morphological g r o u p s recogn ized
by SAIToH et at. (2008) and the present
s tudy. Canon ical di mensio ns 、v e r e de-
te rm ined f rom 45 representative sam-
ples (see SAIToH et at.. 2008) belonging
to nine morphological  groups A -G.
Samples are connec ted by the shortest
spanning tree(PRIM,1957). One sample
belonging t o a n e w morphological
group 'H' was subsequently plotted on
t he basis o f t he m e a n s c o r e s o f five
males and the canonica l coefficients.

ス汎距離が最も近いサンプルは形態群G(0 =7.9) で, これまでもっとも速かった群間の近隣距離(形態群G と
形態群ElI, D=7.1) よりも離れていた.  さらに♀鞘翅表面はなめらかで,  幼虫腹部の体毛はほとんどなかっ
た.
以上により芦別岳のサンプルがそれまでの形態群とは異なることが示された. 以後, 芦別岳のサンプルを形
態群Hとし,  また形態的差異, 適伝的差異および地理的隔離の組み合わせによる細分レベルではュニツトH
と呼ぶことにする.  こうして日本産オオョモギハムシ種群には少なくとも 10形態群20ユニットが認められ
るこ と となった.

4.  日本産オオョモギハムシ種群の形態群
材料と方法
形態群の地理的変異を紹介するにあたり,  後翅および 交尾器の描画を行った.  まず10形態群20ユニッ
トのそれぞれに該当する個体の中から,  平均的な長さの 右側後翅もしくはc,''' 交尾器を選んだ.  連続的に広
く分布する形態群FのュニツトFについては, 地理的に離れた8 サンプルからそれぞれ平均的なものを選択
した.  こうして, 合計22 サンプル44 個体から得られた後翅もしくは 交尾器を用意した.
描画は実体顕微鏡に取り付けたデジタルカメラで撮影した画像をPC上で描画ソフトを用いてなぞって行っ
た. 後翅はプレパラート標本を作製して描画に使用した. その際に翅脈および先端膜部は模式化した. 交尾
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器は側面および背面からの描画を行った
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2009 年までに確認された形態群の地理的分布状況
sAIToH et al. (2008) は, 2002 年までに確認されたサンプルにもとづいて日本産オオョモギハムシ種群の形
態群の地理的分布を示している. その後も新たなサンプルが各地で確認・ 採集されており, 本種群の形態群の
地理的分布がより詳細に分かってきた.  本研究では SAIToH et al. (2008) により用いられた132 サンプル
8g8 g53♀♀に, 新たに地点重複を含む29 サンプル92 95早♀を加え, 合計141 サンプル990 l 048早♀

の標本を検し分布図を作成した. 本文で用いた地名をFigure3Aに, 2009 年までに確認されたサンプルによ
る形態群の地理的分布図をFigure3Bに示す. 新たなサンプルに対する形態群の区別はTable t にもとづい
て行った. なお, それぞれのサンプルの個体数・ 地点名・ 年月日は割愛し, 筆者が問い合わせに応じる.
形態群・ ユニッ トの説明

10形態群の形態の特徴と地理的分布をTablet にまとめた. また 後翅を Figure 4 に, 交尾器を側面

から見た場合と背面から見た場合をそれぞれFigures5,6 に示す. 以下にはそれぞれの形態群の概要と, さら
に形態的差異・ 造伝的差異および地理的隔離の組み合わせによって細分されるュニツ トの地理的分布および補
足説明を示す.

形態群A: ♀鞘翅表面は微細刻印が明瞭で光沢が鈍い. 後翅は細長く, 先に向かって広くなる. 交尾器突起は

側面からみてs字状, 背面からみると両側が平行で, 交尾器内側からの延長である正中の溝が途中で終わり,
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Fjgure3.  A) A map of northern Japan with place names used in the present study. Contour lines a「e fo「500
m above the sea level. B) Geographic distribution of ten morphological groups and their boundaries
(modjfjed from SAIToH et al.,2008).  Small open squares indicate undetermined samples because of a
lack of specimens. Unit name is also attached near the distribution area of each unit. Aste risks
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remote samples of unit F in Figures 4, 5 and 6.  One remote sample belonging to morPholO9iCa1
group F at Mt. Shokambetsu is connected by a broken line with the main distribution area, because
the geographic isolation of this sample is not ascertained.
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Table t. Summary of morphological charac ter is tics and dis tr ibu tio n o f ten morphological groups in the
present s tudy.

Cha racte ristics

Group Uni t Ely tral
su r face of

female

Apical projection of
Hind wing male gen ital ia - late ral

view / dorsal v iew

Dorsal
surface of

la r vae

Dis tr ibu ti on

A A- 1 f inely slender, broadened S-shaped / pararell nearl y northern boundary of Kuromatsunai
sculptured apica1ly glabrous 1owland to Ishikari plain*

A-2 finely slender, broadened S-shaped / pararel1 nearl y Ish ikari plain to Mts
sculptured apicall y glabrous Yuubari*

B B- l finely slender, narrowed S-shaped / pararell nearly Mt i Shi rakami, Shimokita peninsula to
sculptured apical ly glabrous southemmostpartofOshimapeninsula

B-2 finely middle S-shaped / parare1l nearly Okushi ri islan d
sculptured glabrous

C C-1 finely slender, narrowed straight / gradual ly nearly southern part of Oshima
sculptured apical ly narrowed apicall y glabrous pen insula

C-2 finely slender, narrowed straigh t / gradually nearl y northern part of Oshima
sculptured apical ly narrowed apicall y glabrous pen insu la

C-3 fjnely slender, narrowed straigh t / gradual ly nearl y southernmost part of Mts
sculptured apical ly narrowed apically glabrous H idaka

D D smoo th slender, narrowed straight / apex sl ightly nearl y M ts. Ki taka mi an d Mts.
apical ly broadened laterally glabrous Mahi r u i n n or t he rn Honsh u

E I E I-1 finely sh or t straight / parare11 nearly midd le part of Oshima
sculptured glabrous pen insula

EI-2 finely sh or t straight / parare11 nearly southern part of Mts. Hidaka, northern
sculptured glabrous of the dist ribution area of unit C-3

E lI Eli-1 sm oo th sh or t straight / pararel l nearl y western slope of Mt. Kariba
glabrous

EII -2 sm oo th sh or t straight / apex densel y e as te rn part of Mts. Dounan
broadened laterally glabrous

EII -3 sm oo th sh or t straight / pararel l densel y northern part of Ishikari plain to
glabrous southern part of Mts. Mashike

EII -4 sm oo th sh or t straight / apex densel y western slope of Mts. Hidaka
broadened laterally glabrous

EI I-5 sm oo th sh or t straight / pararel l densel y Shak otan peninsula
glabrous

Ell I El lI- 1 sm oo th shor t straight / parare11 densel y northern part of Mts. Dounan
pubescent

EI i i-2 th shor t traight / pararel i rthern part of Mts
pubescent Mashike to M ts. Teshio

F F sm oot h shor t straight / apex nearly Mt. Shokambetsu, Mt. Yuubari, Mts.
anchor-like shaped glabrous Hidaka and the eastern half of Hokkaido

G G smoot h shor t straight / parare11 nearly Yuufutsu area
glab rous

H H smoot h sho rt curved upward / nearl y northern part of Mts.
ro unded glabrous Yuubari (Mt. Ashibetsu)

* Boundary of these uni ts not clear

先端が柱状になる. 幼虫腹部は体毛がほとんどない. 地理的に連続的だが, 造伝的に著しく異なる2 ユニット
が知られる. ユニットの分布境界は不明であるが, 分布が空白となっている石狩平野を境にひとまず分けた.
ユニットA-1 : 黒松内低地北部~道南山地~石狩平野に分布する. 羊蹄山の高地では小型化する.
ユニット A-2: 石狩平野~夕張山地に分布する.  ユニット A-1 よりやや大型.  本ユニットは低地・ 低山地にの
み確認され, 分布範囲の高地である夕張岳山頂付近ではュニツトF, 芦別岳山頂付近ではュニツトHに置き換
わっている.
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Morphological
group

Unit

A
A-1

A-2

B
B-1

B- 2

C
C-1

C-2

C-3

D
D

El
El -1

El-2

F

Eli
El l- 1

F(i)

F(ii)

1 mm
_

第170号 (2010年6 月)

Ell-2

Ell -3

Eli -4

Eli -5

Ell i
El li -1

2=

一日

G
G

H

F(m) H

Fi9u「e4・  Gee9「aPhiC va「iation in the hind wing of the Chrysotina angust1'coltjs specjes complex In northern
Japan・ Veins and apical  membranes are schematically illus trated. T he r oman n ume rals In
Parentheses denote the remote samples of unit F.
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形態群B: ♀鞘翅表面は微細刻印があり光沢が鈍い. 後翅は細長く, 先に向かって狭まるか,  もしくは中間的.
交尾器突起は側面から見るとS字状, 背面から見ると両側が平行で交尾器内側からの延長である正中の溝が
先端付近に達する. 幼虫腹部は体毛がほとんどない. 地理的に隔離分布する2 ユニットが知られる.
ュニツトB-1: 白神山地, 下北半島~渡島半島南端に分布. 後翅は細長く, 先に向かって狭まる.
ュニツト B-2: 奧尻島に分布. 交尾器突起はュニツト B-l よりも曲がりが弱い. 後翅は中間的で,  ユニット
B-1 の先端を切り取ったような形状である.

形態群c: ♀鞘翅表面は微細刻印があり光沢が鈍い. 後翅は細長く, 先に向かって狭まる. 交尾器突起は側面
から見ると直線状, 背面から見ると両側が先に向かって狭まる. 幼虫腹部は体毛がほとんどない. 地理的に隔
離分布する3 ユニットが知られる.
ュニツト c-1: 渡島半島南部に分布. 交尾器突起は両側が先に向かって緩やかに狭まり長台形となる.
ユニット c-2: 渡島半島北部に分布. ユニットC-1 とよく似ていて区別ができない.
ュニツト c-3: 日高山脈南端に分布. 交尾器突起は先端に向かい尖り, 先端部は丸くなる.

形態群D: ♀鞘翅表面はなめらかで光沢がある. 後翅は細長く, 先に向かって狭まる. 交尾器突起は側面から
見ると直線状, 背面から見ると開口部辺縁から延びた稜線が先端付近まで認められ, 先端は側方にやや広がる.
幼虫腹部は体毛がほとんどない. 高地に生息する小型の集団のみ, l ユニットが知られる.
ュニツトD: 北上山地の標高1,000 m以上および真昼山地の羽後朝日岳 (佐藤, 1999) で確認されている.

形態群EI: ♀鞘翅表面は微細刻印があり光沢は鈍い. 後翅は短い. 交尾器突起は側面から見ると直線状で
背面から見ると両側が平行. 幼虫腹部は体毛がほとんどない. 地理的に隔離分布する2 ユニットが知られる
ユニットEI-1: 渡島半島中部に分布. 交尾器はやや大きい.
ユ ニ ッ ト EI-2: ユニッ トC-3 の北部に分布.

形態群ElI: ♀鞘翅表面はなめらかで光沢がある. 後翅は短い. 交尾器突起は側面から見ると直線状, 背面か
ら見ると両側が緩やかに狭まる /側方に広がるなど変異に富む. 幼虫腹部は体毛がほとんどない. 地理的に隔
離分布する5 ユニットが知られる.
ュニツト ElI_1: 狩場山西部に分布. 交尾器突起は背面から見ると開口部辺縁から延びた稜線が先端付近ま
で認められ, 両側が平行.
ュニツト ElI_2: 道南山地東部に分布. 交尾器突起は背面から見ると開口部辺縁から延びた稜線が先端付近
まで認められ, 先端は側方に広がる. 後翅は4 翅脈が明瞭な個体が多い.
ュニツト ElI_3: 增毛山地南部に分布. 交尾器先端部は背面から見ると両側が先に向かって緩やかに狭まる.
ュニツト ElI_4: 日高山脈西部に分布. 交尾器突起は背面から見ると開口部辺縁から延びた稜線が先端付近
まで認められ, 先端は側方に広がりやや角張る.
ュニツト ElI_5: 積丹半島に分布. 交尾器先端部は背面から見ると両側が先に向かって緩やかに狭まる.

形態群EllI: ♀鞘翅表面はなめらかで光沢がある.後翅は短い. c,フ' 交尾器突起は側面から見ると直線状, 背面か
ら見ると両側が平行. 幼虫腹部は体毛が密生する. 地理的に隔離分布する2 ユニットが知られる.
ュニツト Em_1: 適南山地北部に分布. 交尾器はやや大きく,  突起は背面からみると先端前縁部に浅い窪み
が認められる. ァイヌョモギハムシのタイプシリーズ( 札幌) が含まれる.
ュニツトEIII-2: 增毛山地北部~手塩山地に分布.  南部では幼虫の腹部体毛がやや薄く,  その南に位置するュ
ニツト EII-3 と連続的に変異しているかもしれない.

形態群F: ♀鞘翅表面はなめらかで光沢がある. 後翅は短い. 交尾器突起は先端が錨状になる. Fi9ures4, 5,
6 では地理的に離れたサンプルを図示したが,  これらは集団内の個体差程度の連いである. 幼虫腹部は体毛が
ほとんどない. 高地で小型化する. 地理的に広く分布する1 ユニットが知られる.
ュニツトF: 日高山脈, 夕張岳高地, 暑寒別岳高地, 石狩山地, 白様丘l装~阿寒~知床半島に分布. これらのう
ち暑寒別岳高地のサンプルは地理的に隔離分布しているかもしれないが, 現時点では明確でないため1 ユニッ
トにまとめた.  ミヤマヨモギハムシのタイプシリーズ( 幌尻岳, 石狩山地の各地) が含まれる.

形態群G: ♀鞘翅表面はなめらかで光沢がある. 後翅は短い. 交尾器突起は短く, 先端は背面から見ると丸み

がかる. 背面から幼虫腹部は体毛がほとんどない. 1 ユニットが知られる
ユニットG: 勇払地方の数ヵ所で記録がある.



Figure 5. Geographic variation in the median lobe of the male genitalia of the Chrysolina angusticouis species
complex in northern Japan (lateral view). The roman numerals in parentheses denote the remote
samples of uni t F.
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形態群H: ♀華肖翅表面はなめらかで光沢がある. 後翅は短い. 交尾器は細長く, 開口部が先端近く に位置し,
突起は側面から見るとわずかに上方に反り, 背面から見るとヘラ状で先端は丸みがかる. 幼虫腹部は体毛がほ
とんどない. 高地に生息する小型の集団のみ, 1 ユニットが知られる.
ユニットH: 夕張山地北部( 芦別岳高地) に分布.

5.  議論
オオョモギハムシ種群の分類について
ォォョモギハムシ種群のメンバーの分類はこれまでも研究者間で見解が異なってきた (Table 2). TAKI-

zAwA(1970), BIENKowsK1(2007) などは分類基準に基本的に 交尾器を用いており, 分類対象を記載に用い
られた集団もしくはそれに類似した形態を持つ地域集団に限定している.  またTAKIzAwA (1970, 1971) によ
ると, オオョモギハムシは幼虫腹部の体毛がほとんどなく, アイヌョモギハムシは体毛が密生するとしている.
一方, HAsEGAwA(1980) は複数の形態形質の特徴から総合的に種を判断する方法を採っている. 彼によるとオ
ォョモギハムシは♀の革肖翅表面の微細刻印があることで他2 種と明瞭に区別できるとしている. 本種は後翅
が細長い傾向があり, また 交尾器突起は側面からみると '弓状' (S字状) になる傾向があるが, それぞれに
地理的変異があるという. ァイヌョモギハムシは後翅が短く , 交尾器突起は側面からみると直線状で先端部
には変異があり, 幼虫理更部の体毛にも変異があるとしている.  ミヤマヨモギハムシは(,''' 交尾器突起が錯状であ
ることにより他2 種と区別できるとしている. 彼による分類基準は多少わかりづらいが, それにもかかわらず
彼の基準による種の範囲は, 後に行われた造伝解析 (SAIToH,1997, 山本ほか, 2000) による集団のまとまり
と良く一致している.
オオョモキ'ハムシ種群の分類がどのように落ち着くかは今後の課題である. 考えられる案として, 以下の4
つが挙げられる.

1 )  本種群全体を一種とし, 地理的変異をすべて亜種とする.
2)  それぞれの形態群を独立種とする.
3)  それぞれのュニツトを独立種とする.
4)  適伝解析や生殖的隔離の研究結果にもとづき分類を行う.
このうち1) は極めて大きな形態変異を種内に認めることになり一般的とは言い難い. 2) はいくつかの種が
過伝的に異なる集団を含む多系統群となり, 系統を反映しないため望ましくないだろう. 3) は実際的で分類手
続きに時間を要さない.  この場合, 微細な形態形質でさえ区別できないいくつかのュニツトは, その産地だけ
で種が区別されることになるだろう. 4) は種が系統を反映するため理想的であるが, 分類には時間がかかると
思われる. 4) についての詳細な検討として, SAIToH& KATAKuRA(1996) が札幌近郊における3 ユニット (ユ
ニットA-1, EII-2, EllI-1) の地理的分布の詳細を調査し,  これらがi厳密に側所的に分布すること, KATAKuRA
et a1. (1996) が同3 ユニット間の交配実験を行い, 行動的隔離はあるものの交雑した場合には 貯精装内の精

子は正常であること, PETITplERRE et a1. (2000) が同3 ユニットの染色体型に違いがあることなどを示してい

T able 2. Morphological characteristics of the three taxonomic species in the CIIり'solina anagusticouis species
complex, as defined by a few researchers. The corresponding morphological groups in the present
study are also shown.

Cha rac ter istics
Ta xonom ic Ely tra1Researchers species su r face o f

female

A bdom inal.                     Apical projection ofHi nd wing su r face of
male gen ital ia

,la rvae

Correspond ing
morphological

gr o u p s

TAKIZAWA
(1970),

BIENKOWSKI
(2007)

CII angusticouis shagreened slender, twice curved al most A, B
in lateral view glabrous*l

e h arno robust, straight in densely covered El l i
la teral v iew with setae *1

Cit. Porosirensis anchor shaped F

CII angusticoltis finel y mostl y slender, mostly bow shaped in al most A, B, C
sculptured va ria ble lateral view.variable glabrous

HAsEGAwA Ch arno sm oot h stu mpy straight in lateral pubescent or El i, Ell i
(1980) v iew, apex variable almost glabrous

CII. porosi rensis sm oot h m ore reduced anchor-like shaped

*l TAKIZAWA (1970. 1971)
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る. さらに山本ほか(2000) がmtDNAおよび核DNAを用いた19 ユニットの系統解析を, 齋藤(2000) が地理
的に隣接するュニツ ト間の組み合わせで交尾実験を行った結果を口頭発表しているが, 彼らの論文の公表が待
たれる_

地理的変異のさらなる調査 ・ 解析
残念ながら, 大陸におけるオオョモギハムシ種群の分布・ 地理的変異に関する知見はほとんど得られていな
い. MEDvEDEv (1992), BIENKowsKI(2007) によると, アムー ルや中国東北部にはオオョモギハムシが分布して
いるという.
国内における本種群の地理的変異の様相についても解明すべき点は残されている. 例えば, 幼虫腹部の体毛
の状態により区別される地理的に隣接するュニツ ト EII-3 とEIII-2 の間では毛の密度が連続的に変化している
(クライン) かもしれないし,  もしくはEm-2 のうちで毛の濃い集団と薄い集団とが将来異なる形態群/ユ
ニットとして区別されるかもしれない. また遺伝的に著しく異なるュニツト A-1 とA-2 では, 隣接境界域での
過伝的変異の把握が望まれる. さらに芦別岳で確認された形態群Hと同様, 新たな形態群が発見される可能性
もある.
本研究を公表することにより, 今後多くの方がオオョモギハムシ種群の地理的変異に関心を持ち, 変異の様
相の詳細が明らかになることに期待している.
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ホソカタムシ雑記 (I)
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(1 )  三宅島のホソカタムシ事情
2000年6 月から始まった雄山の噴火活動により,  三宅島では多量の枯死木が生じ,  その結果昆虫相に大き
な変化が現れているが,  ホソカタムシ類についても同様である. 棋原寛氏 (森林総合研究所) は2005 年から
2007 年にかけて三宅島で各種のトラップを用いて採集した甲虫類のうちのホソカタムシ類を筆者に提供され
た. その数は大変多く, 同定結果は以下のとおりである.
ナガセスジホソカタムシ Bitoma stccana PAscoE 69 頭
ッヤナガヒラタホソカタムシ Pycnomerusυil ls SHARP 28 頭
ルイスホソカタムシ Gempytodes orname:ntal is REITTER 22 頭
ァ トキッ ッホソカタムシ '「eredotaemus guttatus SHARP 2 頭
ホソマダラホソカタムシ Namunarta Pieta (SHARP) 1 頭
その後, 筆者は2010年4 月4 日~7 日に三宅島を訪れ,  ホソカタムシの採集を試みた.  全島にわたって見
れる多量の立ち枯れ木を驚きをもって見ながら調査したが, 枯れ木の多くは樹皮がはがれおちて白骨化して
- り, す ・にホソカタム、ソの生息lこ は適さ ない状態に っていて, その数lま極めて少、常 っ て 、 ・ 棋
によって採集された種のつち, ナカセスソホノカタムシ (22頭), ツヤナカヒラタホノ シ ( ) の

はまだ残存していたものの, ルイスホソカタムシ,  アトキッッホソカタムシの姿は全く見られなかった. その
代わり, 棋原氏が採集していなかったョコモンヒメヒラタホソカタムシSynchitabitomoides(SHARP) が21 頭
と珍種のァバタツヤナガヒラタホソカタムシPycnomerus sculptratus SHARPが1 頭得られた.

(2)   ヒサゴホソカタムシは日本に3 種いる?
ヒサゴホソカタムシGlyphocryptus broυico11is SHARPは福島県から南西諸島にかけて広く分布しているが,
最近になって岐阜県高驚町および宮村湯屋において豊島健太郎氏によって採集された標本を生川展行氏を通じ
て拝見したところ, 前胸背の前角と後角が鈍く, 上翅中央部の高まりが弱く, 別種のように思われた.  また,
長崎県対馬において今村隆一氏によって採集された標本を秋田勝巳氏を通じて拝見したところ, 普通のヒサゴ
ホソカタムシよりもはるかに大型で, 触角の第9 節がやや細長い三角形に近い形をしており,  これまた別種の
ように思われる. ただ, 記載するには標本の数が足りず,  このようなホソカタムシに気付かれた方は, ぜひご
一報いただきたい.  さらに興味深いことに, 岡田圭司氏は多数のヒサゴホソカタムシを解剖した結果, すべて
が♀であり, いまだに の個体を見ていないという.  この仲間は単為生殖をしているのかもしれない.

(3)  ホロタイプの採集データ
筆者は徳之島および奄美大島からシリゲホソカタムシAntibothrus加rsutus AoK1 を新種として記載したが

(AoKl,200g), その中のType seriesの採集データの記載が不十分で, 採集年月日, 採集者名, 標本の登録番号
などが抜けていた.  ここにお詫びとともに, 以下に完全なデータを記しておく  (追加した部分に下線を付す).

Type serjes. Holotype: At the foot of Mt. Tampatsu, Tokunoshima Island of the Ryukyu Islands, South
Japan 2-Ix-2008. J. AoKl leg. - l paratype: Kinsakubaru, Amami-0hshima of the Ryukyu Islands 4-
vII-200 -g. J. AoKl leg;4 paratypes: Mt. Yui-dake, Amami-0hshima of the Ryukyu Islands 5-VII-2009 J

-AoKI leg_ Ho1otvDelNSMT-I-C2001341 and8 DaratvDes(NSMT-I-C200135~200137) are deposited in the
collection of the National Museum of Nature and Sciences, Tokyo (NSMT).

引用文献

AoKl, J.,2009. A new spcies of the genus Antibothrus(Coleoptera, Bothrideridae) from the Amami lslands of Japan.
Elytra, Tokyo, 37(2): 291-295.

( 東京都港区西麻布 3-8-12 )

0沖 島のイ リオモテコプスジツノ ゴミムシダマシ
コブスジッノ ゴミムシダマシ Botetoxem‘s beui-

cosus (LEWIS, 1894), アマミコブスジッノゴミムシ
ダマシB sasajii MAsUMoTo et AKITA, 2001, イリ
オモテ コ ブスジッ ノ ゴ ミムシ ダマシ Boletoxenus
kaωadai AKITA et MAsUMoTo, 2003 は,  それぞれ
異所的に分布する近緑な種である.
沖縄島北部で得られたこの属の種を検したとこ
ろ,  これは奄美大島に分布するァマミコブスジッノ
ゴミムシダマシではなく, 西表島から記載されたイ
リオモテコプスジッ ノゴミムシダマシであったの

で, 記録しておく. 交尾器を含め, 西表島の個体
とは全く区別できない.
沖縄県東村高江北部演習林(E-4), GA・ SHOW採
集,  筆者保管.  12 8♀早, 21. V 2003; 3 2♀♀,
6. VII 2003; 1♀, 22. X 2003; 3 2♀♀, 27. X.
2 00 3.
貴重な標本を恵与していただいた木村正明氏に感
謝する. なお, 採集者のGA・ SHOWというのは,
木村氏が経営されている環境調査会社である.

(三重県津市, 秋田勝己)
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文化甲虫学: 甲虫の文化昆虫学概説

高 田 兼 太

No. 170 (June 2010)

Cultural coleopterology: An outline of cultural entomology of
coleopteran insects

K ent a TAKADA

A bst ract : This report is an outline of the cultural entomology of coleopteran insects, i.e.,
“cultural coleopterology”. Previous studies mentioned influence of coleopteran insects in
varjous aspects of human societies as survival, food, economy, technology, science, history,
religion, literature, art, entertainment and recreation with diverse attitudes (aesthetic, dominio-
nistic, humanistic, moralistic, naturalistic, scientistic, ecologistic, humanistic, utilitarian and
negativistic), although general public usually tend to regard coleopteran i nsec ts as enemies
threatening human sur vi val and adopt negative attitude toward coleopteran i nsec ts wi th
aversjon, fear and ignorance. Of the co leopteran i nsects, scarabaeids, lucanids, 1ampyrids,
coccine1l ids and buprestids have an impor tant role i n human societ ies of the wor ld. M ost
coleopteran insects of cultural significance are characteristics of (l ) apparent morphological and
ecological traits(2) association with human survival as beneficial insects and pests and/or(3)
occurrence around human habitation.

<はじめに>
文化昆虫学とは, 昆虫が人間の歴史や生活にあたえた影響の強さ, 昆虫にかかわる文化・ 民俗などを調査す
る比較的新しい学問である. 人間と昆虫とのかかわりあいというものは,  きわめて多岐にわたり, かつ多様で
ある.  また, 文化昆虫学的な視点から人間社会を見渡すと, 実に多様な昆虫が人間の文化に影響していること
に気付く (HoGuE,1987; 三橋, 2000a; 小西, 2003a; 野中, 2005; 河野, 2009; 高田, 2009).
甲虫 ( コウチュウ目Coleoptera) は, 人間社会における昆虫の役割や重要性など, 文化昆虫学の諸問題につ
いて考える上で, 特に注目される分類群である. 第一に, 甲虫は人間の社会と比較的かかわりが強く , 人間の
生活に密着した存在である (CAMBEFoRT, 1994; RIVERS, 1994; エウ' ァンス& べラミー, 2000; COELH0, 2000;
2004; DlcKE, 2004; 高田, 2009). 第二に, 甲虫はもっとも種類数が多い生物であり, 形態や生態も多様性に
富んでいるため (LAWRENCE,1982; 森本, 1986; エウ'ァンス& べラミー,2000; HuNTetat.,2007), 人間に
対してさまざまな感情や価値をうみだしている可能性がある.
本論文は, 甲虫の文化昆虫学, すなわち「文化甲虫学」の概説である. 甲虫文化に関する知見の多くは, 特
定の文化メディアにおける昆虫の役割と重要性ついて論じた報告文などに, 断片的に存在しているのみであっ
た. そのため, 甲虫の文化昆虫学に関する諸問題が,  どの程度解明されているのかでさえ明らかになっておら
ず, その研究の方向性が見いだされていなかった.
なお, 本報告文で述べている文化昆虫学は, HoGuE(1987) の定義する文化昆虫学よりも, 三橋(2000a) が提
唱しているより広義の文化昆虫学に近い. HoGuEは, 消費物質社会における知的営為にかかわる昆虫利用を文
化昆虫学の主な対象とし, 「未開発社会」における昆虫食のように, 生活手段としての昆虫利用は, 原則として
文化昆虫学の範囲ではないとした. 一方で, 三橋(2000a) は, HoGuEの文化昆虫学をひきながら, 生活手段と
しての昆虫利用も文化昆虫学に含めることを提唱している. 筆者は, 文化という意味をより広く柔軟にとらえ
られることから, 三橋(2000a) の考え方を支持している. すなわち文化とは, 知的営為にかかわるものに限定
するのではなく, 人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面の成果であるととらえたい.

<さまざまな文化的側面にみられる甲虫の影響>
甲虫は, 人間の生活手段, 経済, 技術, 科学, 歴史, 信仰, 文学, 芸術や娯楽など, 様々 な文化的側面に影
響している (たとえば, HoGUE, l987; KELLERT, l993a; 1993b; CAMBEFORT,1994; RIVERS, l994; エウ アンス
& べラミー, 2000;CoELH0,2000;2004; DUNN,2000; DlcKE,2004; 宮ノ下, 2005; 三橋, 2008; 高田, 2009).
甲虫の影響は, 社会において高い達成度を示していると位置づけられる上位文化 (教養的文化: ハイカル
チャー) にかぎらず, 一般の庶民によって親しまれている大衆文化 (ポピュラーカルチャー) や趣味的文化 (サ
ブカルチャー) にまでおよぶ. 甲虫に対する人々 の価値観も, 興味の程度 (無関心・ 興味津々 ) や方向性 (否
定的, 審美的, 象徴的, 実用的, 科学的, 生態学的, 博物学 (自然主義) 的, 人道的, 教訓的) において, 実
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にさまざまである (KELLERT, 1993a; 1993b; エウ ァンス& べラミー, 2000 )

第170号 (2010年6 月)

<人と甲虫との敲対関係>
人間にとって甲虫とは, まず生活をおびやかす敵対者であり, 食料や生活空間をめぐり競争することがよく
ある. 人間と甲虫との敵対関係は, 農耕文化の発展や居住区の都市化, 社会の工業化にともなって明確化した.
コガネムシ科,  カミキリムシ科, ゾウムシ科, キクイムシ科,  シバンムシ科,  カッオブシムシ科などの甲虫に
は, 主要な農業・ 林業・ 家屋害虫が含まれており, それらの防除のために莫大な労力と資金が費やされている
(エヴァンス& べラミー, 2000; 野中, 2005).

<甲虫嫌い>
現在の一般社会 (特に西洋文化圈) では, 甲虫愛好家に比べて, 甲虫に無関心な人や甲虫嫌いの人が圧倒的
に多い. つまり, 多くの人々 は甲虫に対して嫌悪感や恐怖感をいだき, 否定的価値を見いだしがちである. 何
故, 多くの人々は甲虫が嫌いなのかについては諸説あるが, 甲虫に対する嫌悪感や恐怖感は, 潜在的に危険な
昆虫から回避するために生得的に備わっている防衛機構であると考えられる. つまり, 甲虫を嫌悪し回避する
ことで, 人間の進化の過程で何らかの利益が得られ, 結果として, 否定的価値をもつ人が多くなった可能性が
ある(KELLERT,1993a;1993b; エウ ァンス& べラミー, 2000). 加えて, 消費物質社会化に伴う人間と甲虫と
の敵対関係の明確化は, 人々 の甲虫嫌いに拍車をかけているであろう.

<生活手段としての甲虫利用>
甲虫は, 人間の敵対者や嫌われ者として存在するだけではなく, 生活手段として有効に利用もされている.
その代表格は, 食用や薬用としての甲虫の利用である.  カミキリムシ科は, 世界でもっともよく食されている
昆虫類のひとつに数えられる (新井・ 東野, 2009). また, コガネムシ科, ソ'ウムシ科, オサソ'ウムシ科, タマ
ムシ科,  ゲンゴロゥ科に属する一部の種は,  一部地域において貴重なタンパク源となっている (斉藤,  1996;
ェゥ'ァンス& べラミー, 2000; 三橋, 2000b;2008; GULLAN and CRANSTON,2004; 新井 ' 東野, 2009).
甲虫の実用的な利用は, 食用や薬用にとどまらない. 例えば, テントウムシ科は, 農業害虫 (アブラムシや
ヵィガラムシ) に対する生物農薬として注目されており, 農地への積極的な導入がおこなわれている(佐々 治,
l 985; LEsAGE, 1991; エウァンス & べラミー, 2000). アフリカに生息するフンチュウ (義虫) の仲間は, 牧
畜に伴い発生する大量の英の処理のために, オーストラリアに導入されて著しい成果をあげている (エウ ァン
ス & べラミー, 2000; LosEY and VAUGHAN, 2006).
ここに挙げた例は, 実用的な昆虫の利用であるため, 狭義の文化昆虫学に含まれないことが多い.  しかしな
がら実用的な.昆虫利用は,  しばしば人間の歴史あるいは生活に大きな影響を与えるので, 人間の知的営為にか
かわる事物・ 事象を対象とする文化.昆虫学に関する諸問題の論証をおこなう上でも重要である.

<知的営為にかかわる甲虫利用>
甲虫は, 人間の精神的生活に根ざしたものにも影響している. すなわち知的営為にかかわる甲虫利用は, 宗
教, 俗説, 美術, 工芸品, 装飾品,  日用品, 文学, 音楽, 映画・ ドラマ, 漫画,  コンピュータゲーム, 切手,
娯楽などの事項におよび, 甲虫に対する人間のイメージが極めて両義的・ 多義的であることを示している.
宗教一フンコロガシ ( スカラべ) は, 玉をころがすというめずらしい行動に神秘性をみいだされ, 古代エ
ジプトにおいて神として盛んにあがめられていた (HoGUE, 1987; CAMBEFORT, 1994; 林, 2000; エウァンス&
べラミー, 2000; 小西, 2003b;2007; GULLAN and CRANSTON,2004; RATCLIFFE,2006; SCHOLTZ,2008). 中
世ヨーロッパ (とくにドイツとその周辺地域) では,  ョー ロッパミヤマクワガタLucanuscerυus(LINNE) が,
雷神トールやキリストを象徴する昆虫として広く受け入れられていた(CAMBEFoRT,1994; RATCLIFFE,2006).
俗説・ 俗話一テントウムシ科は, 世界のいたるところ (特に西洋文化國) で好連をよぶ昆虫として認識され
ている(MAJERus,1994).  ホタルは, 発光という特異な性質に由来して, 世界中のさまざまな地位の言い伝え
(俗説) に登場する (小西, 2007).  日本では,  タマムシ (ヤマトタマムシChrysochroa futgidiss1.ma(ScHoN-
HERR)) を衣装軍書iの中にしまっておくと着物が増えるという俗説がある (奥本,  1989).
美術品一西洋絵画では,  ルネサンス期のドイツの画家,  アルブレヒト ・ デュー ラー (Albrecht DuRER) によ
る, ョーロッパミヤマクワガタ L cert,usを忠実に写実した作品が有名である (小西, 2008b). 現代美術では,
シャン・ ァンリ・ ファーブル(Jean Henri FABRE) のひ孫である昆虫芸術家ヤン ' ファーブル(Jan FABRE) が,
金属光沢をもつタマムシを自身の美術作品の材料に積極的に用いている(KLEIN,2002; DIcKE,2004).
工芸品一古代エジプトでは,  フンコロガシの信仰にともなって,  フンコロガシをモチーフにした工芸品がさ
かんに作られた (CAMBEFoRT, l 994; 林, 2000; エウ'ァンス & べラミー, 2000; RATCLIFFE,2006).  フンコロ
ガシの工芸品は現在のエジプトでも生産されており, お土産品として人気が高い (小西, 2003b) (図1). 日本
では,  大量のタマムシ (ヤマトタマムシ)  の鞘翅を用いて飾られた法隆寺の玉虫厨子が有名である (奥本,
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図1.   フンコロガシ (スカラべ) のペンダントトップ

No. 170(June 2010)

図2.   テントウムシのマグカツプ

1989; CAMBEFoRT, 1994; RIVERS, 1994; 林, 2000; 梅谷, 2004).
装飾品一タマムシ科やコガネムシ科に属する一部の種は, 大型で金属光沢をもっことから審美的価値をみい
だされ, 世界中で装飾品に好んで用いられる (奥本, l989; CAMBEFoRT,1994; RIVERS,1994; エウ'ァンス& べ
ラ ミー, 2000; KLEIN, 2002; 小西, 2007).
日用品一テントウムシは, 特に西洋文化圏において, 衣類, 文房具, 台所用品, リビング用品, アクセサリー,
生活用品, おもちゃなど様々 な日用品のモチーフとしてよく用いられている (桜谷, 2009) (図2).
文学一フランスの昆虫学者シャン・ アンリ ・ ファーブル (Jean Henri FABRE) がフンコロガシの特異的な生
態に魅せられ, その行動を観察して詳細に写実した作品が有名である(ScHoLTz,2008). 日本では, 甲虫が季節
を象徴するものとして俳句や短歌などの和歌に登場する. 和歌では, 特にホタルが季節や恋愛の象徴として,
古くから頻繁に用いられている (田中, 2000b;DuNN,2000; 遊麿, 2002; 小西, 2003c; 梅谷, 2004; 遊麿,
2004; 高田, 2009).
音楽一甲虫にまつわる有名なクラシック音楽として, オース トリ アのョハン ・ シュ ト ラウス Jr. (Johann

STRAUSS, Jr ) 作曲の 「ほたる」 「てんとう虫」 があげられる (小西,  2003b).  世界的に有名なロックバンド
「ビー トルズ (The Beatles)」 の名前は,  甲虫の英名(beetle) を元に,   リズムの 「Beat」 を掛けたものである
(CoELHo,2000).  日本では,  チェリッシュの「てんとう虫のサンバ」が1970年代に一世を風靡した (斉藤,
l996; 小西, 2003b).
映画・ ドラマーエジプトを舞台にした冒険活劇「ハムナプトラ」 (1999 年) では, 肉食性のスカラべがミイ
ラとともに死者の復活のイメージとして登場する.  CGアニメーション映画である 「バグズ・ ライフ」 (1998
年) には, テントウムシやコガネムシが物語の主役として登場する (宮ノ下, 2005). 日本を代表する特撮ドラ
マ・ 仮面ライダーシリーズ (石ノ森正太郎原作・ 原案) には,  カブトムシ,  クワガタムシ,  カミキリムシ, テ
ントウムシ,  ホタルなどをモチーフにしたヒーローや怪人が多数登場する (例えば, 稲垣, 2003; 高田,
2009).
画一甲虫は, 日本のさまざまなジャンルの漫画にも登場する. 「ジョジョの奇妙な冒険 (第3 部)」 (作: 荒

木飛呂彦) に登場する 「灰の塔」 というスタンド (特定の姿と特性をもつ超能力) は, 明らかにクワガタムシ
の形をしている (荒木, 2002) (図3). 4 コマ漫画「伝染 (うつ) るんです. 」 (作: 吉田戦車) に登場する「斉
藤さん」は, 人家の庭にある木の樹洞を賃借りして暮らしているカブトムシである (吉田, 1998~1999). オ
カルトコメディ漫画 「GS美神極楽大作戦!! 」 (作: 椎名高志) には, ルシオラ (おそらく Luciola) というホ
タルをモチーフにしたヒロインが登場する (椎名, 2006~2007).
コンビュータゲーム一代表的なRPG 「ウィザー ドリィ」  シリーズには,  ボーリングビートル,  ファイヤー
ビー トルやァースビー トルなどコウチュウ型モンスターが登場する (たとえば, ゲームアーツ, 1988; スター
フィッシュ, 2000) (図4). 近年日本では,  カブトムシやクワガタムシをテーマにした,  トレーディングカー
ドァーケー ドゲーム 「昆虫王者ムシキング」が爆発的にヒットした.  このゲームの流行は,  日本におけるカブ
トムシの熱狂的な人気ぶりを示す出来事として特筆される (高田, 2009).
切手一カミキリムシ科,  ソウムシ科, オサムシ科,  タマムシ科およびコガネムシ科を題材とした切手は, 甲
虫に関連する切手の大半をしめる (エウァンス& べラミー, 2000). ほとんどの切手は, 成虫を題材にしてい
るが, トンガのニウアフォオウ島(Niuafoou) の切手には, カミキリムシ科の成虫と幼虫のペアのものが存在す
る (市川, 私信).
娯楽一甲虫を利用した娯楽として, 季節の風物詩として楽しむ日本のホタル鑑賞があげられる (遊麿・ 後藤,
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1999; 遊麿・ 永江,  2000; 小西,  2000; 2003b; 田
中, 2000a; Dunn,2000; 遊麿,2003; KoBoRI and
PRIMAcK, 2003a; 2003b; 遊麿, 2004; TAKEDA et
at.,2006; 小西, 2007). またカブトムシ亜科に属す
る甲虫は,  目本において積極的に飼育され,  その雄
どうしを闘わせたりすることが, 最近日本の子ども
の間で流行している (久居, 1983; LAuRENT, 2001;
田中, 2003; GULLAN and CRANSTON,2004; 小西,
2007).  タイには,  カブトムシ亜科のヒメカブト
Xytolrupes gideon (LINNAEUS) を喧嘩させる賭博
「メン・ クワン」が存在する (田中, 2003).

<文化的に影響力の強い甲虫>
人間の文化に大きな影響をあたえた甲虫として,
コガネムシ科, ホタル科, テントウムシ科,  クワガ
タムシ科,  タマムシ科などがあげられる (高田,
2009).  歴史上で人間と密接にかかわったとされる
甲虫の代表は, 古代エジプトで信仰対象となったフ
ンコロガシであろ う (HoGUE, 1987; CAMBEFORT,
1994; エウ'ァンス& べラミー, 2000; 小西, 2003
b; 2007; GULLAN and CRANSTON, 2004; RATCLIFFE,
2006).  日本では, 文化的に重要な甲虫としてホタ
ルがあげられるが (遊匿・ 後藤, 1999; 小西, 2007;
高田, 2009), 最近では大衆文化や趣味的文化の観
点からカブトムシの人気がきわめて高い (久居,
1983; LAuRENT,2001; 小西, 2007; 高田, 2009).
さまざまな種類の甲虫が人間社会で文化的に重要な
役割を演じているが, そのような甲虫は自然界に生
息する甲虫全体のうちのごく一部のみである.
文化的に影響力の強い甲虫は, (1 ) 形態や生態に
おいて人間に対して目立つものや, (2) 人間の生存
に直接関連するもの (益虫, 害虫), あるいは(3) 人
間の居住地付近に生息しているものがほとんどであ
る. たとえば, 文化的に重要な甲虫は, 大きな体や
金属光沢などの形態的特徴(例えば, コガネムシ科,
クワガタムシ科,  タマムシ科) や, 発光行動や繁殖
行動の過程で装玉を作るなどの生態的特徴 ( ホタ
ル,  フンコロガシ) を有する. テントウムシは, 生
物農薬としてよく利用されている.  コガネムシ科に
は,  コフキコガネ (Metotontha sp) やマメコガネな
ど, 顕著な農業害虫が含まれる. テントウムシ科や
コガネムシ科の一部は, 人間の生活環境の周辺にも
生息している.
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3
ｩLUCKY LAND COMMUNICATIONS / 集英社

図3.  「ジョジョの奇妙な日険」 (着: 荒木飛呂彦) に
登場するクワガタムシ型のスタンド「灰の塔
(タワー・ オブ・ グレー)」.  図版は,  「ジョジョ
の奇妙な置険」 集英社文庫コミック版8 (第
3 部 l ) 194 Pより引用した.

02000 STARFISH INC.
02000 1259190 Ontario, Inc

<まとめ> 図4.  「ウィザー ドリィエンパイァ~古の王女~」
本報告文では,  さまざまな種類の甲虫が人間の文 (製作: 株式会社スターフィッシュ ' エスデイ)
化に影響していること, 人間の生活手段としても知 に登場するモンスター 「ファイヤービー トル」・

的営為のためにも甲虫がよく利用されていること,
ならびに甲虫に対する人間のイメージは多義的であることを示した.  しかしながら, 本報告文では甲虫文化の
概要を示したにすぎず, 今後さらなる文献調査と実証研究により, 人間社会における甲虫の役割と重要性を調
べる必要がある. 具体的には, 甲虫グッズを系統的に蒐集・ 調査することや, 映画やアニメ, ゲーム, 文学な
ど文化メディアにおける甲虫の役割を分析することなどにより, 文化甲虫学の知見を集積することが求められ
る. 文化甲虫学とは, まさに人類学と甲虫学の接点であり, 人間が自然とどのように向きあっていくべきか(人
間が自然と共存する上で必要な自然観) について考える上で重要である.
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0ヒゲプ トハナムグリの採集例
ヒゲブトハナムグリ Anthypna pectinata LEWIS
は, 本州・ 四国に分布することが知られているが,
産地は局限されているようである. 私は町田市相原
総合グランドに出向いた折,  シロツメクサやイネ科
などの背丈の低い雑草が生育している, 日当たりの
良い草地の地表近くを, 多数の本種が敏しょうに飛
翔している状況に遭遇した. 採集用具を持ち合わせ
ていなかったため, 素手で若干の個体を捕えること
ができたので, 本種の採集例として記録しておきた
い.

18 , 2¢・  東京都町田市相原町相原総合グラ
ン ド, 15. V 2010, 筆者採集.
本種は, かっては都内にも生息し, 多くの場合,
成虫が日の当たる草地に, しかも5 月から6 月上旬
にかけての短い期間に出現することが,  これまで知
られていた. 束京農業大学昆虫学研究室には, 世田
谷区内や府中市内で採集された個体が収蔵されてい
るが, これらもすべて5 月中に採集されている.  し
かし, 近年の急激な都市化の進行とともに, 本種の
生息環境は著しく失われつつある. ちなみに, 束京
都の「保護上重要な野生生物種」のリストの中で,
本種は北多摩地域では絶滅の危機が増大している
「危急種」に, また南多摩と西多摩の地域が生息環境
の変化により 「絶滅危惧種」や 「危急種」への移行
が危惧される 「希少種」 にランク付けされている.
今後の衰退が危ぶまれる.
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(町田市, 渡辺泰明)

0ムネクポスジホソカタムシの記録について
ムネクボスジホソカ タムシ Ascetoderes takeu

(NAKANE) は, 青木(2009) によると原記載以降記録
がないとされ, 秋田(2009) も青木(2009) に基づ
き, 長野県川上村原での採集記録を原記載以来とし
て報告している.
しかし, 筆者が調べた範囲では, 原記載以降下記
の記録があるので紹介しておく.
・ 岐阜県河合村 (鳥飼, 1974).
・ 和歌山県大塔山 (吉田・ 中川, l974).
岐阜県の記録は標本写真が掲載されており, 和歌
山県の標本は, 北海道大学総合博物館に保管されて
いることを確認している.
なお, 栃木県藤原町上三依 (和泉, 1984) と, 山
口県阿東町生雲 (三好・ 田中, l988) でも記録され
ているが, 標本を確認した結果, 栃木県の記録は
Lasconotus sp., 山口県の記録はッヤナガヒラタホ
ソカタムシPycnomerusυitis SHARPの誤同定で
あった.
なお, 文末ではあるが標本の確認に関してお世話
になった大原昌宏, 大川秀雄, 田中 馨の各位に,
心よりお礼申し上げる.
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チャイロスズメパチ巣内より得られたナミクシヒゲハネカクシについて

岩 田 泰 幸

Discovery of Vleuelus ditatatus (FABRIcIUs) (Coleoptera, Staphylinidae)
from the nests of Vespa dyboωski i ANDR (Hymenoptera, Vespidae)
in Niigata Prefecture, Honshu, Japan, with brief observation and

discussion concerning the various host wasp species.

Yasuyuki IwATA

は じ め に

ナミクシヒゲハネカクシ Velleius di latatusは, 発達した大顎と横i状の特徴的な触角を持ち, 体長が最大で
23 mmにも達する大型のハネカクシである.  本種を含むクシヒゲハネカクシ属Vletletusは,  その多くが東ア
ジアのみに分布するが, 本種はヨーロッパからロシア,  トルコ, 中国, 韓国,  日本と広域分布する本属内唯一

の種である (LOEBL & SMETANA, 2004).
本種成虫は, 7~10月頃にクヌキ'などの樹液で採集される例が多く知られている (渡辺, 1985; WATANABE,

1990; 沼田, 2007).
一方で本種は, 閉鎖空間に営巣されたスズメバチ属Vespaやクロスズメバチ属Vespulaの巣に侵入し, その
巣下に堆横する食物の残渣や, 各種スズメバチ幼虫の死骸, 成虫の排泄物を食べる掃除屋として知られている
(松浦, l988, 1995). ヨーロッパにおいて本種は, 主にモンスズメバチVespa crabroの果から得られることが
古くから知られているほか,  クロスズメバチ類(Vlesputagermamca, VI. υutgans) からの記録もある (SPRAD-
BERY,1973; 渡辺, 1977; EDWARDS, l980; NAoMI,1986). 日本国内においては, オオスズメバチV;. mandart-
ma, チャイロスズメバチV dyboωskii, モンスズメバチV. crabro, ツヤクロスズメバチVesPula rufa, シダク
ロスズメバチ VI. shidai, キオビクロスズメバチ VL. υutgans の各種巣内から得られた例が報告されている
(WATANABE,1990; 松浦, 1988,1995,2002). 特にオオスズメバチの巣下においては, 1,000頭近くの本種幼
虫が生息していた例がある (松浦, 2002).
チャイロスズメバチの巣内から本種が得られた記録は, 松浦 (1995) で図示された北海道厚田村産 (1990年

9 月26 日撮影) の成虫生態写真だけに限られると思われる. 筆者は, チャイロスズメバチの巣内から本種を得
る機会があったため, 採集時の状況とともに以下に報告する.

図1.  ナミクシヒゲハネカクシVeueius dilatatus(FABRIcIus, 1787) 成虫全形
図2.  同種触角拡大図.
図3.  同種幼虫全形.
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記 録
ナミクシヒゲハネカクシ Veueius di latatus (FABRICIUS, 1787)

l f, 新潟県南魚沼市一之谷, 14-Ix-2009, 深田純・ 安達洋文採集; 1f4♀・5  幼虫 (図 l~3),  同県長岡市
悠久町, 9-Ix-2009, 原浩一 ・ 岩田泰幸採集. 標本は, 筆者および新井浩二氏保管.
南魚沼市の記録は, 天井裏に営果していた繁殖カスト生産期のチャイロスズメバチ巣を駆除した際に得られ
た個体である. 巣の入口から薬剤を噴射投与した結果, 多くのチャイロスズメバチの成虫とともに這い出して
きた本種を採集した. 屋根の構造上, 巣を取り除けなかったため, 巣内の様子は観察できなかった.
長岡市の記録は, 高床式の倉庫内に営巣した同じく繁殖カスト生産期のチャイロスズメバチの巣を駆除した
際に, 内部から得られたものである. 果の出入り口は小窓の隙間にあり, 本種はここから侵入したものと思わ
れる. 巣は倉庫の床面に接しており, 外被で囲われた巣内の残渣中に本種の成虫及び幼虫が確認できた.

考 察
ナミクシヒゲハネカクシの幼虫は, 営巣活動を終了したスズメバチ類の果下の土中に穴をあけ, その内部で
越冬したのち翌年に蛹化する(松浦, 1995). 長岡市の例では巣内に本種幼虫が観察されたが, 倉庫床面に本種
が蛹化できるような場所は見られなかった. おそらく, 排泄物残渣内か床面でそのまま蛹化すると推測される
が, 土中に営巣された果とは異なり, 蛹化可能なスペースが限られるため, 次世代を多く産出することは難し
いと思われる. そのため本種においては, 侵入したスズメバチ類の営巣規模や営巣場所によって, 次世代の産
出数が大きく左右されていると推測される.
本種の巣内観察例が多いオオスズメバチは, ほとんどの場合で土中営巣し,  しかも巣下に排泄物を溜めるた
め, 本種は蛹化場所と餌資源の両面に恵まれる. モンスズメバチやチャイロスズメパチは, 土中以外にも民家
の天井要や樹洞などの様々 な閉鎖空間に営巣するため(松浦・ 山根, 1984; 松浦, 1995), 本種が全ての巣を有
効利用できるとは思えない.  したがって本記録例のように, 次世代の産出が少数にとどまることも多いと考え
られる.
加えてこれまでに記録は見られないが, クロスズメバチVespulaflaυtcePs, キイロスズメバチVesPa simtt-

1imaの両種は土中営巣することもあるため, 今後本種が巣内から得られる可能性がある. しかし両種の営巣習
性は, 必ずしも本種の利用に適しているとはいえない. 例えばキイロスズメバチでは, 排泄物残渣の生産量が
ォォスズメバチやモンスズメバチの10分の1 から40分の l であるとの報告もあり (松浦 ' 小池, 2003), 餌
資源の制約が大きいと思われる. さらにキイロスズメバチ, モンスズメバチ, チャイロスズメバチの8 種は,
初期に営巣した空間が巣の大型化によって手狭になると引っ越しする習性を持っているため, 本種幼虫が成熱
する前に残渣の供給がなくなる可能性もある.  したがって本種は, 各種スズメバチ類の中でもォォスズメバチ
の巣を利用することに最も適した生活様式をもっていると考えられる.
近年, 都市部に営巣するスズメバチ類が問題視されており (松浦, 1992a, b), その駆除に伴って巣内に寄生
あるいは共生する昆虫各種の記録追加も期待される. ナミクシヒゲハネカクシと同様に, 巣内の残渣に幼虫が
生息するスズキベッコウハナアブVotuceuasuzukii (松浦・ 小池, 2003) を例に挙げると, 新潟県内の住宅街
や公園内に営巣したスズメバチ果より成虫個体を得た例が複数ある (岩田, 未発表).  しかし本種については,
土中営果したスズメバチ類の巣が繁殖に適している点や, 成虫が樹液に集まるという生態を持つ点からも, 山
林を離れて行動する成虫個体は少数と思われる. 一方, 南魚沼市及び長岡市で駆除された両巣で本種の雄成虫
が得られていることから, 巣内へ侵入するのは産卵目的の雌成虫だけではなく, 雄成虫が配偶者を獲得する上
でも重要な意味をもっといえる.
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トカラ列島口之島でのタマムシ科の採集記録 ( l)

服 部 宇 春

Records of Some Buprest idae from Island of Kuchinoshima,
the Tokara Archipelago (1)

Takaharu HATToRI

筆者は, 2009 年7 月にトカラ列島口之島にて,
タマムシ科の数種を採集したので報告する.
今回のトカラ列島での調査・ 採集の許可を頂いた
十島村役場の方々 および親切にご協力頂いた島民の
方々 に感謝申し上げる.
(1)  クリ タマムシ (写真 l )  Toxoscetus aunceps
tok a ren sis Y . KUROSAWA, 19772)

1 f 5♀・  鹿児島県鹿児島部十島村口之島,  ll
vil 2009, 筆者採集.

(2)  ムネァカチビナカポソタマムシ Nalanda rut-
ihcoMis tzhcoihs (0BENBERGER, 1914)

l f 2早早, 同一採集地, 同一日, 筆者採集.
(3)  クモガタナガタマムシ Agntus ma11ot ieltus
Y. KUROSAWA, l 985

l , 同一採集地, 同一日, 筆者採集
口之島のクリタマムシは, トカラ中之島亜種11 よ
りも短太であるが, 本州, 九州などに分布する基準
亜種よりも,  a) 鞘翅が明るいこと,  b) 鞘翅の翅端
にある2 つの波紋の振幅が大きいことから, 現在,
トカラ中之島亜種と同定しておく .
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・

「

写真1

1)  秋山黄洋・ 大桃定洋,  1997.  日本産タマムシ科チェックリスト.  月刊むしSupplement (1):26-27.
2) KUROSAWA, Y. l977. A revision of the buprestid beetles of the genera Toxoscelus and Cryptodactylus in Japan and

i ts adjacent regions. Bul l. Natn. Sci. Mt‘s.. Tokyo, 3(3): 182.
(横浜市旭区)
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ミヤマクワガタ難雄モザイク型の採集例

直海俊一郎・ 倉西良一

第170号 (2010年6 月)

1つの動物個体の中に雄の部分と雌の部分とが明らかな境界をもって混在する現象を, 雌雄モザイク現象
(gynandromorphism) という. 雌雄モザイク型(gynandromorph) は, ミッバチ, ショウジョウバエをはじめ,
性的二形の顕著な昆虫類, 妹や甲殻類 (エビ, カー), 鳥 (キジ, ニワトリ ) などの一部の種で知られている.
私たちはミヤマクワガタ Lucanus maculifemoratus MoTscHuLsKYでの雌雄モザイク型を2 個体確認するこ
とができたので, 以下に報告したい.

難雄モザイク型の例 1 (写真1)
採集記録: 千葉県君津市豊英豊英大橋, 1999 年7 月7 日, 渡選信幸氏採集・ 千葉県立中央博物館保存
(CBM-ZI42789).
所見.  この雌雄モザイク型個体では, 頭部に顕著な雌雄モザイクが認められる. 大さい, 触角, 上唇漿およ
び下唇 のどの部位に関しても, 左側が大きく , 右側が著しく小さい.  これらの部位に関しては, 左半分が雄
性を, 右半分が雌性を示す.  しかし, 後頭部は左右非対称ではあるが, 大きくて, 耳状突起を備えていること
から, 頭部の後半部は明らかに雄性を示す. 前胸と腹部は大きさや形などに関しては基本的には雄性を示すが,
前胸背と上翅の表面構造は左右で異なっている. つまり, 左側は正常雄のように, 黄色微毛で覆われる部分が
多い. 右側は正常雌のように光沢無毛のチョコレート系茶色を呈する部分が多いが, 肩部から正中線後方にか
けて直線状の黄色微毛で覆われた部位がある.

難雄モザイク型の例 2 (写真 2 と 3)
採集記録: 志賀県大津市葛川中村町, 1977 年7 月26 日, 倉西良一採集・ 葉県立中央博物館保存(CBM-ZI
42788).
所見. この個体に特徴的なことは, 通常の頭部に当たる位置に, 前後に繁がる2 つの頭が認められるという
ことである. 前方の頭には, 小形の大さいや上唇があることから, 明らかに雌性を伴う頭と考えられる. ただ
し, 頭部が非常に小さいこと, 下向きに位置している, 「複眼」がない, 光沢を欠く , などの特徴から,  この
「前方の頭」は幼虫性を保っていると考えられる. 他方, 後方の頭は小さく一見難のようだが, 頭の厚みや左右
への耳状突起があることから, 雄性を伴う頭であると考えられる. 前胸, 鞘翅と腹部は, 明瞭な雄性を示す.
これらの雌雄モザイク型2 個体のうち,  前者の個体は渡邊信幸氏( 千葉県君津市) が採集され,  千葉県立中
央博物館に寄贈してくださった. 本稿を締めくくるにあたり, 厚くお礼を申しあげる.

写真1. 雌雄モザイク型例1 (背面図)
写真2.  雌雄モザイク型例2 (背面図)
写真3. 雌雄モザイク型例2 (前方から見た図)

(直海・ i i西: 千葉県立中央博物館: )
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ソポサンアカコメツキの形態について

有本久之・堤内雄二

No. 170 (June 2010)

Notes on the morphological st ructures of Ampedus (Miωaetater) soboensls
soboensts (Elareridae, Elaterinae, Ampedini) from Japan

Hisayuk i ARIMoTo and Yuj i TsUTsUMIUcH1

ソポサンアカコメツキ Ampedus (Miωaetater) soboensis soboensisは, 九州の祖母山で1954 年7 月 27 日
に採集された l 雄個体に基づいて0HIRA(1963) が新種として記載した種である. 稀な種の様で原記載以降で
は, KlsHll (1986) が祖母山から雌個体を, 大平(2001) が熊本県の白鳥山から雄個体を記録したにすぎない. 筆
者らは本種の調査を続けてきたが, 今回, 熊本県の白馬山から得られた雄個体と, 四国の高城山で得られた難
個体を検することが出来たので, それらの形態の概要を報告する.
本文を草するに当たり, 貴重な標本の支援を頂いた久留米市の野田亮氏ならびに名古屋市の豊i島亮司氏に厚
くお礼申し上げる. また, 大平仁夫博士には本種のホロタイプと今回検した個体を比較して頂いた, 心からお
礼申し上げる.

調査標本
l f , 熊本県八代市泉村白鳥山, 6-Vn-2003, 野田亮採集.
1早, 徳島県那賀郡木沢村高城山, 5-VI-1988, 豊l幅亮司採集

形態の概要
雄 (Fig. 1). 体長約12.2 mm; 幅3.5 mm. 体はやや幅広く, 弱い紡錘形状を呈する. 全体に光沢を有し, 前
胸背板はオパール色の光彩を有さない. 体色は頭部, 触角, 前胸背板および体下面は黒色, 上翅は赤褐色, 肢
は黒色~黒掲色で爪は黄褐色である. 体背面は黒色の針状毛を生じ, 頭部と前胸背板は直立に近いやや長い毛
を生じる. 体下面は灰黄白色の針状毛で覆われる.
頭部は複眼間でやや膨隆し, 表面は粗雑でやや大形の深い点刻を密に印し, 前頭横隆線は弧状, 中央部で弱
く抑圧される. 触角(Fig 3) は前胸背板後角の先端より末端2 節ほど後方に伸長する. 第2 節は短小で長さと
幅はほぼ同長, 第3 節は三角形状で第2 節の約3 倍の長さ, 第4 節は第3 節の約1.2 倍の長さで, 第3 節から
第10節までは鋭い鋸歯状を呈する.
前胸背板は台形状で, 両側は漸次前方へ細まる. 背面は膨隆し, 円形の深い点刻を印するが, 頭部の点刻に
比べやや小型で疎らである. 後角は後外方へ突出し, 背面には明瞭な l 隆起線を有する. 小盾板は舌状で幅よ
り長く両側は湾曲して末端へ漸次細まる. 前胸腹版突起 (Fig 4) は前肢基節腔を超えて明瞭に内方へ湾曲して
伸長し, 後半約 1/3 のところから後方へ水平に伸長する, 末端は外緑部が直角状に段刻される.
上翅の条線は明瞭に印し点刻列を備える. 間室部はわずかに隆起し, 不規則な横開犬である.
交尾器(Figs 5, 6) の中央突起は細長く, 基部3/4 の両側はほぼ平行状, そこから末端に漸次細まる. 側突
起の先端部は三角形状で幅よりわずかに長く, 外緑は直線状, 外緑角は後外方へ伸長して尖り, 10個内外の小
段刻を生じる.
雌(Fig 2). 体長約14 mm; 幅 4 mm. 一般外形は雄に類似するが, やや大形, 頭部および前胸背板には黒色
の針状毛に灰黄白毛を混生する. 触角は短く末端は前胸背板後角より短く , 第 3 節はより細長い.

その他
本種は当初MlwA ( l934) が設立した Pseudelater亜属に所属する種として新種記載されたが,  SUZUKI

(1999) により M1wA( l 934) のPseudetater亜属は, HEER(1847) が設立したPseudetater属の新参ホモニムで
あることが指摘され, 新名が与えられたため, 現在ではMiωaelater亜属に所属する種として扱われている. 本
種はこれまで九州のみで分布が知られていたが, 今回新たに徳島県の高城山から記録することが出来た.
現在, 国内には前胸背板が黒色で上翅が赤褐色をしたMzωaelater亜属に所属する種は, 本種を含めて3 種,

1 亜種が知られているが, 本種が最も大型である.  なお, 紀伊半島の台高山脈と大峰山脈には亜種キイヒメア
カコメッキA. (M) soboensis kiianus KIsHII, 1986 が分布する.
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4

Fig. 1. ソポサンアカコメ ツキAmpedtis (Miωaetater) soboensis soboensis f
Fig 2. ソポサンアカコメツキAmpedus (Mhoaelater) soboensis soboensts 早.
Fig 3.  右触角 .

Fig 4. 前 腹板突起 .

Fig 5-6.  雄生売i器.
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対馬から新記録のハネカクシ

柴田泰利・渡辺 崇

No. l70 (June 2010)

対馬のハネカクシについての種まったものとしては1976 年の 「対馬の生物」 (長崎県生物学会編) がある.
同誌上に白水・ 宮田編 (1976) による “対馬産昆虫類目録” がありハネカクシ23 種が記録されている. この記
録はそれまでに断片的に報告されていたBERNHAuER (1923, 1936, 1939) や江崎・ 堀・ 安松 ( l938), 渡辺
(1974, 1975), 西田 (1968), KINosHITA (1972) などの記録をまとめたものである.

l980年になり 「月刊むし」 (対馬の昆虫特集号) に白水 (1980) は27 種のハネカクシの記録を追加し, 上記
の記録と合せて50種になった.  その後の研究の進展に伴い現在までに対馬からのハネカクシ (アリッ'カムシ
亜科とデオキノコ亜科を除く ) は約70種が記録されている.
昨年 (2009 年) 7 月筆者らはハネカクシ採集を目的に対馬を訪れた. その折に採集した標本, l999 年に渡
辺が同島で採集した標本, さらに渡辺泰明博士に見せていただいた標本を調べたところ, 28 種の同島未記録と
思われる種を確認することができたので報告する.  これで対馬産のハネカクシは98 種が記録されたことにな
る.

採集者の後の [C. W] は波辺泰明博士の所蔵標本である.
1. Megarth s J'apom'cus SHARP ハバビロハネカク シ

22 exs., 豆設, 4. V. 1983, 渡辺泰明 [C. W].
2. り0po s aczhs (SHARP) アカイ ク ビハネカク シ

1 ex., 深山林適,  l8~23. VII 2009, (FIT) 渡辺, 2 exs., 同,  18~23. VII 2009, (FIT), 柴田; 1 ex., 瀬
田,  19. VII 2009, 柴田.

3. lschnosoma leωtsium (SHARP)
2 exs., 深山舟志林道, 21. VII 2009, 柴田; 1 ex., 深山林道,  18~23. VII 2009, (FIT), 柴田.

4. Lordithon simplex (SHARP) ムネァカキノコハネカクシ
2 exs., 御岳, 20. VII 2009, 渡辺.

5. Aleochara curtula (GoEzE) ナカァカ ヒゲブ トハネカク シ

5 exs., 深山林適,  18~23. VII 2009, (FIT) 渡辺 (山本周平氏同定).
6. A thetaωe ise i BERNHAUER ズグロアカチビハネカクシ

l ex., 深山林道,  23. VII 2009, 渡辺; 2 exs., 北五郎林道,  18. VII 2009, 渡辺.
7. Mimogoneuus japomcus (NAoMI) ナガッ ッハネカ クシ

1 ex., 井口浜, 4. V.1983, M. NIsHIKAwA [C. W].
8. Anotylus toωtsius(Sharp)   ルイスセスジハネカクシ

1 ex., 深山林道,  l8~23. VII 2009, (FIT), 渡辺.
9. Thinodromus deceptor (SHARP) アカァシュ ミセミソ'ハネカクシ

1 ex., 瀬田,  19. VII 2009, 柴田.
10. Thinodromus j、apomcus(CAMERON) ヤマ トニセュ ミセ ミ ソハネカクシ

12exs., 深山舟志林適,  21.VII 2009, 柴田;  12exs., 同,  22.VII 2009, 渡辺;  lex., 目保呂,18. VII.
2009, 柴田.

11. Stenus macies SHARP ドウポソ メ ダカハネカ クシ

3 exs., 有明山,  25. VII i986, M. MINAMI [C. W].
12. Do;mono curtipennis SHARP コマルズハネカクシ

1 ex., 深山舟志林道, 22. VII 2009, 渡辺; 2 exs., 同, 21.VII 2009, 柴田; 1 ex., 瀬田,  19. VII 2009,
柴田; 1 ex., 御岳, 22.VII 2009, 柴田; 1 ex., 目保呂, 18.VII 2009, 渡辺, 2exs., 同, 18.VII 2009, 柴
田.

13. Ochthep,hi lum cuneatum (SHARP) クサビナガェ ハネカク シ

3exs., 深山舟志林道, 22. VII 2009, 渡辺,  9 exs., 同, 22. VII 2009, 柴田.
14. Oed ich i rus Ieωistus SHARP クロバネァ リ ガタハネカク シ

1 ex., 目保呂,  19. VII 2009, 渡辺.
15. Paederus fuscipes CuRTIs アオバアリ ガタハネカク シ

1 ex., 深山舟志林道, 23. VII 2009, 渡辺.
16. Pinophitus leωisius SHARP ルイスクビブトハネカクシ

1 ex., 深山舟志林道, 21. VII 2009, 渡辺,  1 ex., 御岳, 22. VII 2009, 柴田.
17. Stiticoderus signatus SHARP オオク ビボソハネカク シ

1 ex., 井口浜, 4. V.1983, M. NIsHIKAwA [C. W].
18. Caf ius rufescens SHARP アカゥ ミベハネカクシ

6exs., 井口浜,  18. VII 2009, 渡辺,  1 ex., 同,  18. VII 2009, 柴田.
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19. Cafiusυestitus (SHARP) アバタウミベハネカク シ

8exs., 井口浜,  18. vIl 2009, 渡辺, 4exs., 同,  18.VII2009, 柴田; 3exs., 鶏知, 23.VII2009, 渡
辺, 2exs., 同, 28. VII 2009, 柴田.

20. Diochus japomcus CAMERON コガシラホソハネカクシ

3exs., 深山林適,  18~23.vIl 2009, (FIT), 柴田; 3exs., 瀬田,  l9.VII 2009, 渡辺, 8eXS・, 同,  l9・
vIl 2009, 柴田; 1 ex., 目保呂,  19.VII 2009, 渡辺,  1 ex., 同,  18. VIL2009, 柴田.

21. Gabrius abas SMETANA
4exs., 御岳,  1. IV.1999, 渡辺.

22. GabriusoPhion SMETANA
1 ex., 瀬田, lg. vIl 2009, 渡辺, 7 exs., 同, 19. VII2009, 柴田; 1 ex., 深山舟志林道, 22. VII42009,
渡辺; 1 ex, 大星山,  22-24. VII i985, H. MAK田ARA[C. W];1 ex., 龍良山,  27. VII i986, M. MINAMI
[C. W].

23. Hespertis ignoratus ITO
1 ex., 深山林道,  18~23.VII2009, 渡辺; 1 ex., 北五郎林道, 23. VII2009, 柴田.

24. indoquedius juno (SHARP) ヤマトオオメハネカクシ
l ex., 御岳, 20. VII 2009, 渡辺.

25. Phitonthusgastral is SHARP チャバネコガシラハネカクシ
1 ex., 深山林道, 21. VII 2009, 渡辺.

26. Phi1onthus l iopterus SHARP コゲチャコ ガシラハネカクシ

8 exs., 北五良r);木道, 18~23. VII 2009, 渡辺, 6 exs., 同,23_VII2009, 柴田;10exs., 深山 ,  18~
23. vil 2009, 渡辺;4exs., 同, 21. vIl 2009, 柴田, 9exs., 同, 23. VII2009, 柴田,8exs., 御岳, 20~
22. vIl 2009, 渡辺, 2 exs., 同, 22.VII 2009, 柴田; 1 ex, 目保呂,  18~20. VII 2009, 渡辺.

2 7. Phucob ius simu lator SHARP ウミ ベアカバハネカク シ

4 exs., 井口浜, 18. vIl 2009, 波辺;3 exs., 同, l8. VII2009, 柴田;2 exs., 鶏知, 23. VII 2009, 渡辺;
2exs., 同, 23. VII 2009, 柴田.

28. Liotesυapunctiυentris (SHARP)
1 ex., 厳原, 4. IV. 1983, 渡辺泰明. [C.W]

末筆ながら,  ナカァカヒゲブトハネカク シ同定の労をとられた山本周平氏, 所蔵標本を見せていただいた
渡辺泰明博士,  さらに文献を提供して下さった藤本博文氏に厚くお礼申し上げる.
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(柴田: 東京都町田市; 渡辺: 神奈川県藤沢市)
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ギョウ ドウミヤマヒサゴコメツキの成虫と幼虫について

大平仁夫・ 大川秀雄

Notes on the larvae and adults of Hlomotechnes motschulskyi gyoudou
(Elateridae: Dendrometrinae, Hypnoidini) from Japan

Hitoo OHIRA and Hideo OHKAWA

A bst ract : Homotechnes motschulskyi gyoudou (Dendrometrinae, Hypnoidini) was descr ibed
by KlsH11 (2006) from Mt. Gyoudou-san and i ts v icin i ti es of M atsuda r i ver-wa ll and Ofune
province in Tochigi Prefecture. Some st ructures of this male adul t are shown in Fig.1, A-H and
these adul t and lar val habitat are shown in Fig 2, A and B. In Ofune province most of the
specimens are found in the embankment path at about 250m alitude, as shown Fig 2, A-B.

ギョウドウミヤマヒサゴコメッキ (H m gyoudou) は, KlsHll (2006) が栃木県足利市行道山 (標高 442 m)
とその近隣地域の松田川流域, 栗谷町大船から大川秀雄が採集した標本に基づいて上記の新亜種名を付して記
載した個体群である.  その後, 大川は大船産の成虫と幼虫を採集したので,  その生息環境と形態の概要をここ

A

Fig. l.  A-H. H.  motschutsk gyoudou (ギョウドウミヤマヒサゴコメツキ),   from Ofune province in Tochigi
Prefecture.  A-E (Male adult)and F-G (A mature larva).  A, body length 12 mm; B,2nd to4th segments
of left antenna; C, apical portion of genitalia, dorsal aspect; D, head, dorso-1ateral aspect; E, pronotum,
dorsa l aspec t.
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に報告する. 末尾に本文について指導をいただいた名古屋大学大学院生命農学研究科の大場裕一博士に心から
感謝の意を表する.

分布・ 形態の概要
本亜種は, 栃木県内で知、れている本種の亜種群の中では, 群馬県境沿いに分布するもっとも南端部に位置
する一亜種である. 完i莫式標 は足利市イ了道 (標高442 m) の標高200 あたりに 布する雄 t旨
れ, 副模式標本はその近隣の松田川河畔 (標 300mあたり) と大船 (標r司250 mあたり) に分 し

体群が含まれている.
r成虫」体長はl l~13 mm内外. 一般外形は図示(Fig. l, A) したように, 体は大形で両側は平行状を呈し,
ヒサゴ型や背面への膨隆は顕著ではない. 体は黒色で光沢を有し, 前胸背板の前縁角と後角部, 上翅の側縁は
多少とも黒掲色, 触角は暗褐色~褐色, 肢はより明るい褐色のが多い. 雄の触角の第2 節は細長い棍棒状, 第
3 節は細長い倒円錐状を呈し, 第2 節の約1.3 倍の長さで第4 節とほぼ等長, 第4 節から緩い数珠状の連結を
呈する(Fig.1, B). 頭部は偏平状で, 前頭部の正中部とj 両側部lま凹i犬を する(Fi9・ ;, D↑)・ また

膨理f横隆線の前緑中央部は多少とも抑圧される(Fig. l, D↑↑). 目」胸背板は矩形状で幅より長く, 背面は緩く ,

正中部には平滑線や縦隆線は生じないが, ときに浅い平滑隆線を生じる個体もいる. また, 正中部あたりは深

い点刻をやや密に印するが, 小点刻をよりまばらに印する個体もいる(Fi9・1, E).
雄交尾器の末端部の背面は図示したようで, 中央突起は末端に漸次細まり, 末端は側突起末端よりやや長い・
側突起の末端の三角状部は幅より長く, 末端は外方に円まり, 外側縁は直線状に後外方に伸び, 後角は鋭く後
外方にとがる (Fig. lC).

r幼虫」老熟した幼虫の体長は20 mmに達する(Fig2, B). 頭部は黒掲色で, 胸部や腹部の背板(mt9) や第
g 腹節の背板(dp1a) は暗褐色, 側腹板(1tigI) や腹板(st) などの角質化は弱く, 膜状部との差は顕著ではない
(Fig. l , G, H)。体毛は黒褐色である.
頭部の前頭部(fc1) の後半は三角形状で, 鼻状突起(n) は3 歯状を呈するが, これは本属の共通した特徴であ
る(Flg.l, F). 胸部や腹部の背板は粗雑点刻をやや密に生じ, 表皮面はしわ状を呈する(Fi9・ G↑). 各腹節背板
には明瞭な横・ 縦隆線を生じ, 第9 腹節側縁部の歯状突起(Fig. G: to) はよく 末端力' ら生じる

urogomphiは細長く後方に伸長し, 末端は上反して鋭くとがる(Fig. G: ur). また尾即凹陥(Fi9・ G: on)l ,

状で, 幅より長い(Flg. l, G). 第9 腹節背板周縁の歯状突起は, 土壊や周辺の砂礫中を行動中に摩滅して変形す
ることが多いが, ここに示した個体では摩滅が少なく, 脱皮からあまり経過していない個体と思われる・

その他について
本属の幼虫については, 大平(l962) や大平 ' 大
川(2009) が報告しているが, 判明している種類が
まだ少ないためと, 成虫に比して幼虫では突起など
は摩減して変形することがあるため, 亜種間での詳
細な識別などは今後の研究に待たねばならない.
大平(1962) による木曽駒ケ岳山頂部産の幼虫で
は, 老熟した個体は7 月から 8 月にかけて蛹から成
虫になり,  蛹期は12 日間前後である.  そこで成虫
になった個体は, 成虫態で冬を越し, 翌春に活動し
て交尾と産卵を終えるものと思われる. 幼期は少な
くとも 3~4 年は要すると思われるので, 越冬時に
は新成虫と共に若幼虫から老熟に近い幼虫まで見出
される. このことは, 大川が大船で2010年3 月17
日に調査した折りには, 多くの成虫と共に幼虫も見
出していることからも推察される. そこでは図示し
たような成虫は主として山道ののり面の石下で, 幼
虫はその周辺の際が混在した浅い土中から見出さ
れ,  この時期にはすでに活動をしており, 寒さにか
なり強い種であることが確認された. また,  この山
道には側議があり (Fig 2, A), 3 月の調査時には側
溝に落ちている成虫個体は少なかったが,  5 月上旬
の調査では多くの個体が側満に落ちていた. また,
6 月22 日に調査した松田川の山道では側溝に落ち
ている個体は僅かであった.  これは気温の上昇で成

- 2 8
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250m a l titude of mountain path (A) and a
mat u re la rva (B).
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虫の活動が鈍ったためと思われる. これに類似した春から初夏にかけての成虫の活動は, 大平・ 尾崎(1995) が
青森県産で, 尾崎ほか(2006) が秋田県産で観察しており, 本種の成虫や幼虫が, 寒冷地の気温に適応して活動
してきた実体が次第に解明されてきている.

調査標本
[成虫] 大船, 9 16♀♀, 3-V -2009, 大川採集; 同上, 2 2♀♀,17-III-2010, 大川採集. 行道山, 1 f2♀♀,

3-v-2009,大川採集; 同上, 4 1♀, 16-III-2010. [幼虫] 大船, 5exs., 17-m-2010, 大川採集.
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(大平: 〒444-3511 岡崎市舞木町孤山6-4)
(大川: 〒326-0043 足利市助戸仲町 820-1)

0石川県で43年ぶりに確認されたムツポシマルハ
ナノ ミ

YosHIToMl (2005) により日本産マルハナノミが
整理されて以降,  ムツポシマルハナノミ Prionocy-
phon sexmacutatus LEWISの記録が相次いだが (吉
田・ 安達, 2008; 山本, 2009), 全国的には本種の
記録は少ないようである.  石川県からは1947 年の
古い採集記録があるほか (石川県,  1998), YosHI-
ToMl (2005) が1966 年に採集された幼虫を記録し
ているが, その後県内からは本極は確認されていな
かった. 者は,  石川県で 43 年ぶりの記録となる
本種の成虫を採集したのでここに報告する.

1 ex., 石川県白山市白峰釈迦林道,  16. VI 2009.
吉道俊一採集 (灯火).

YosHIToMl (2005) には灯火採集による記録はな
いようであるが, 吉田・ 安達(2008) は本種が正の

走光性を持つ可能性を示唆している. 筆者は灯火採
集により上記個体を得たが,  これまで何度も同じ場
所で灯火採集を行っているにもかかわらず, 本種が
採集されたのはこの1 個体のみである. このことか
ら本種の個体数が極端に少ないのか, それとも正の
走光性がそれほど強くないのかは, 現状では判然と
しない.
末筆ではあるが, いっも灯火採集に同行させてい
ただいている石川県の富沢章氏にお礼申し上げる.
なお, 灯火採集の実施地点は特別保護地区外である
ことを付記しておく.

参考文献

石川un、, 1998. コウチュウ目. 石川県のl;ll 'll, 102-251. 石
川ll:'自然保護課.

山本周平, 2009. 福岡県におけるムツポシマルハナノミの
採集記録. 甲虫一 ユ ー ス, (167): 12.

吉田置大・ 安達誠文, 2008. 西日本におけるムツポシマル
ハナノミの採集記録. 月刊むし, (450): 59-60.

YosHIToMl, H.,2005. Systematic revision of the family
Scirtidae of Japan, with phylogeny morphology
and bionomics(Insecta: Coleoptera. Scirtoidea). Jpn.
J. syst Ent. Monog. Ser 3: 1-212.

( 石川県金沢市, 吉道俊一)
0本州日本海側からの力ラカネチビキマワリモドキ
の記録
者は, 本州から2 例目,  日本海側からは初めて

の記録となるカラカネチビキマワリモドキTetrago-
nomenes palpa1oides (NAKANE) を石川県で採集し
ているのでここに報告する.

1 ex., 石川県白山市白峰三ツ谷川河川数, 26. V.
2005, 吉道俊一採集 (灯火).
本種は九州南部以南に生息する南方系のゴミムシ
ダマシで,  本州からはごく最近になり三重県で採集
された個体が本州初記録として知られている (秋
田・ 益本,  2009).  筆者の採集個体を同定していた
だいた安藤氏の私信によると, 未発表ながら和歌山
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県南端部でも本種が確認されており,  これら太平洋
側の記録は海流によるものではないか, とのことで
あった.  しかしながら, 筆者の採集地点は名峰白山
の麓に位置する標高約 800 mの地点である. さら
に海岸線からは直線距離で 30 km以上離れてお
り, 対馬海流の影響とは考えにくい. そのため今回
の記録は, 本種の分布を考える上で大変興味深い記
録となるのではないだろうか. また, 灯火採集によ
る本種の記録は見当たらないようなので, 併せて付
記しておきたい.
末筆ではあるが, 本種を同定していただき記録の
公表を勧めていただいた大阪府の安藤清志博士, 灯
火採集に同行させていただいた石川県の富沢章氏の
両氏にお礼申し上げる.

参考文献
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( 石川県金沢市, 吉道俊一)

0愛知県におけるキポシツプゲンゴロウの記録
キ ボ シ ッ ブ ゲ ン ゴ ロウJ'apanolaccophitus

mpponensts(KAMIYA) は, 北海道, 本州, 四国, 九
州のごく限られた河川に分布する日本固有種である
(森・ 北山, 2002). 環境省(2007) では, 準絶滅危惧
種(NT) に指定されており, 環境の変化を受けやす
い比較的小規模な自然度の高い河川に生息すること
から, 生息環境保全の重要性が指摘されている (岡
田, 2009). 筆者らは,  これまで記録の無かった愛
知県において本種を確認しているので報告する.

1 頭, 愛知県設楽町豊邦当貝津川, 11. Vm 2007,
上手雄貴採集・ 保管; 32 頭, 同所, 19. VIIL2007,
池田都志也採集・ 保管; 10頭, 同所,  17. V 2008,
池田都志也採集 ・保管.
採集した場所は, 周囲が開けた環境で, 主に水深
が深く, 流れの緩い, 木の根が張り出した所のえぐ
れの奥から得られた.  また, 池田は同所的にキポ
シケ シゲン ゴロウ A uopachria flaυomaculata
(KAMIYA) も確認している.
末筆ながら 8 月11 日の採集に同行していただい
た奥田豊久氏に厚く御礼申し上げる.
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